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儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平

和
研
究
所
の
発
表
に
よ
れ

ば
、
２
０
２
１
年
の
世
界
の

軍
事
費
は
２
兆
１
１
３
０
億

㌦
（
約
２
８
０
兆
円
）
と
な

っ
て
い
る
一
方
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）

の
Ｄ
Ａ
Ｃ
（
開
発
援
助
委
員

会)

に
よ
れ
ば
当
委
員
会
加

盟
国
全
体
の
援
助
額
は
１
６

７
８
億
㌦(

約
21
兆
円)

と
な

っ
て
い
る
つ
ま
り
世
界
で

は
、
発
展
途
上
国
に
向
け
ら

れ
る
援
助
額
は
軍
事
費
の
10

分
の
１
に
も
満
た
な
い
水
準

に
あ
る
の
だ
。
こ
の
世
界
情

勢
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か

は
23
年
の
経
済
を
考
え
て
い

く
う
え
で
、
あ
る
い
は
投
資

と
い
う
行
為
の
本
質
を
捉
え

て
い
く
う
え
で
参
考
に
な
る

視
点
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

額
に
つ
い
て
、
今
後
10
年
間

で
、
国
連
で
定
め
ら
れ
た
目

標
で
あ
る
Ｇ
Ｎ
Ｉ
（
国
民
総

所
得
）
比
０
・
７
％
を
達
成

す
る
」
と
提
案
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
。
１
９
９
３
年
か
ら

８
年
間
は
援
助
供
与
額
が
世

界
１
位
だ
っ
た
日
本
も
、
近

年
は
０
・
３
％
～
０
・
４
％

に
落
ち
着
い
て
い
た
。
も
し

Ｇ
Ｎ
Ｉ
比
０
・
７
％
が
実
現

し
、
開
発
協
力
の
本
義
に
合

っ
た
活
用
が
な
さ
れ
れ
ば
有

益
で
あ
ろ
う
半
面
、
現
状
に

お
い
て
防
衛
費
増
額
の
財
源

を
議
論
す
る
検
討
会
が
自
民

党
で
立
ち
上
が
る
こ
と
が
今

月
５
日
に
決
定
し
た
と
こ

ろ
、
援
助
額
に
つ
い
て
も

「
よ
り
自
国
の
こ
と
に
専
念

し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
国
民
の
納
得

感
は
置
き
去
り
に
し
て
よ
い

フ
リ
カ
日
本
協
議
会
共
同
代

表
）
は
あ
げ
て
い
る
。

１
つ
は
「
地
球
規
模
課
題

（
気
候
変
動
な
ど
）
へ
の
対

応
」
で
あ
る
。
大
綱
が
前
回

改
定
さ
れ
た
の
は
15
年
で
あ

る
が
、
そ
れ
以
降
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
、
昨
年
の

パ
キ
ス
タ
ン
国
土
の
３
分
の

１
が
水
没
す
る
洪
水
な
ど
、

地
球
規
模
の
深
刻
な
課
題
へ

の
対
応
を
盛
り
込
む
必
要
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

２
つ
め
は
「
世
界
の
力
の

バ
ラ
ン
ス
変
化
へ
の
対
応
」

で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
や
、
中
国
の
国
力

拡
大
な
ど
が
進
ん
で
い
る

中
、
日
本
と
し
て
の
開
発
協

力
の
在
り
方
も
適
切
な
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
着
目
す
べ
き
は
、

報
告
書
の
中
で
「
援
助
供
与

非
軍
事
的
協
力
に
よ
っ
て
平

和
と
繁
栄
へ
貢
献
す
る
こ
と

や
、
人
間
の
安
全
保
障
（
人

々
の
生
活
や
尊
厳
を
守
る
こ

と
）
を
推
進
す
る
こ
と
、
発

展
途
上
国
の
自
助
努
力
を
支

援
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
そ

の
基
本
方
針
を
示
す
「
開
発

協
力
大
綱
」
を
今
年
中
に
改

定
す
る
動
き
が
進
ん
で
い

る
。
昨
年
９
月
９
日
に
林
芳

正
外
務
大
臣
が
、
国
際
協
力

大
綱
改
定
の
方
針
を
示
し
て

以
降
、
「
開
発
協
力
大
綱
の

改
定
に
関
す
る
有
識
者
懇
談

会
」
が
４
度
実
施
さ
れ
、
ち

ょ
う
ど
３
カ
月
後
の
12
月
９

日
に
当
懇
親
会
は
林
大
臣
に

対
し
て
報
告
書
を
提
出
し
て

い
る
。
当
報
告
書
が
作
成
さ

れ
る
に
あ
た
っ
て
２
つ
の
焦

点
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
懇
談

会
委
員
の
稲
場
雅
紀
氏
（
ア

則
』
と
い
う
枠
組
み
も
発
展

し
て
き
て
い
る
。
当
運
用
原

則
に
対
し
て
、
民
間
の
金
融

機
関
な
ど
に
よ
る
賛
同
・
署

名
が
増
え
て
お
り
、
ま
た
発

展
途
上
国
の
自
助
努
力
を
支

援
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協

力
機
構
）
も
同
年
に
署
名
し

て
い
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
投
資

は
、
投
資
の
結
果
と
し
て
実

際
に
起
こ
っ
た
イ
ン
パ
ク
ト

を
測
定
し
て
報
告
す
る
プ
ロ

セ
ス
ま
で
を
含
ん
で
い
る

が
、
こ
の
よ
う
な
投
資
に
対

す
る
ス
タ
ン
ス
が
現
在
広
が

っ
て
い
る
。
今
回
は
発
展
途

上
国
の
経
済
発
展
や
福
祉
の

向
上
の
た
め
に
先
進
工
業
国

の
政
府
や
政
府
機
関
が
行
う

援
助
や
出
資
を
指
す
「
政
府

開
発
援
助
」
に
つ
い
て
言
及

す
る
。

政
府
開
発
援
助
の
原
則
は

て
金
融
機
関
を
中
心
に
、
国

全
体
と
し
て
の
残
高
を
堅
調

に
伸
ば
し
て
い
る
新
し
い
形

の
投
資
で
あ
り
、
２
０
１
９

年
に
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
の

Ｉ
Ｆ
Ｃ
（
国
際
金
融
公
社
）

が
主
導
し
て
策
定
し
た
『
イ

ン
パ
ク
ト
投
資
の
運
用
原

前
回
、
イ
ン
パ
ク
ト
投
資

（
金
銭
的
な
リ
タ
ー
ン
を
得

よ
う
と
す
る
と
同
時
に
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
で
測
定
可
能
な
社

会
的
・
環
境
的
価
値
の
創
出

を
意
図
す
る
投
資
行
動
）
が

現
在
本
格
化
し
て
い
る
理
由

を
解
説
し
た
。
日
本
に
お
い
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育成に取り組む。現在、株式会社ボ
ルテックスにて、財務戦略や社内デ
ータコンサルティング、コラムの執
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